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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　擬態語を含むオノマトペの音韻形態を音韻の要素および語尾により解析するための音韻
形態解析情報を格納した音韻形態データベースと、前記音韻形態ごとに、オノマトペのイ
メージに与える影響の尺度を、予め設定された形容表現ごとに数値化したイメージ評価値
が格納された定量イメージテーブルとを記憶する記憶装置と、
　ユーザから入力された評価処理対象のオノマトペの音韻形態を前記音韻形態データベー
スの音韻形態解析情報に基づいて解析する音韻形態解析部と、
　前記音韻形態解析部において解析された前記評価処理対象のオノマトペの音韻形態ごと
に、前記形容表現ごとのイメージ評価値を前記定量イメージテーブルから特定し、特定さ
れた音韻形態ごとおよび前記形容表現ごとのイメージ評価値に基づき、前記評価処理対象
のオノマトペの前記形容表現ごとのイメージ評価値を、前記評価処理対象のオノマトペの
イメージ評価情報として算出する定量イメージ評価部と、
　前記定量イメージ評価部で算出された前記評価処理対象のオノマトペのイメージ評価情
報を出力するための出力情報を生成する出力情報生成部と、
を有するイメージ評価装置と、
　前記イメージ評価装置の出力情報生成部で生成された出力情報を、ユーザに提示するた
めに出力する出力インタフェースを有するユーザインタフェースと
を備えることを特徴とするオノマトペのイメージ評価システム。
【請求項２】
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　前記音韻形態解析情報は、オノマトペの語末の「り」を解析するための情報を含むもの
であることを特徴とする請求項１に記載のオノマトペのイメージ評価システム。
【請求項３】
　前記記憶装置は、オノマトペの種々の音韻形態ごとのイメージを示す語句が格納された
定性イメージリストをさらに記憶するものであり、
　前記音韻形態解析部において解析された音韻形態ごとのイメージを示す複数の語句を前
記定性イメージリストから特定して取得する定性イメージ評価部をさらに備え、
　出力情報生成部は、前記定性イメージ評価部で取得された複数の語句をさらに含む前記
イメージ評価情報を出力するための出力情報を生成するものである
ことを特徴とする請求項１または２に記載のオノマトペのイメージ評価システム。
【請求項４】
　擬態語を含むオノマトペの音韻形態を音韻の要素および語尾により解析するための音韻
形態解析情報を格納した音韻形態データベースと、前記音韻形態ごとに、オノマトペのイ
メージに与える影響の尺度を、予め設定された形容表現ごとに数値化したイメージ評価値
が格納された定量イメージテーブルとを記憶する記憶装置と、
　オノマトペのイメージ評価情報をユーザに提示するために出力する出力インタフェース
と
に接続されたオノマトペのイメージ評価装置において、
　ユーザから入力された評価処理対象のオノマトペの音韻形態を前記音韻形態データベー
スの音韻形態解析情報に基づいて解析する音韻形態解析部と、
　前記音韻形態解析部において解析された前記評価処理対象のオノマトペの音韻形態ごと
に、前記形容表現ごとのイメージ評価値を前記定量イメージテーブルから特定し、特定さ
れた音韻形態ごとおよび前記形容表現ごとのイメージ評価値に基づき、前記評価処理対象
のオノマトペの前記形容表現ごとのイメージ評価値を、前記評価処理対象のオノマトペの
イメージ評価情報として算出する定量イメージ評価部と、
　前記定量イメージ評価部で算出された前記評価処理対象のオノマトペのイメージ評価情
報を出力するための出力情報を生成する出力情報生成部と、
を有することを特徴とするオノマトペのイメージ評価装置。
【請求項５】
　擬態語を含むオノマトペの音韻形態を音韻の要素および語尾により解析するための音韻
形態解析情報を格納した音韻形態データベースと、前記音韻形態ごとに、オノマトペのイ
メージに与える影響の尺度を、予め設定された形容表現ごとに数値化したイメージ評価値
が格納された定量イメージテーブルとを記憶する記憶装置と、
　オノマトペのイメージ評価情報をユーザに提示するために出力する出力インタフェース
と
に接続されたオノマトペのイメージ評価装置に、
　ユーザから入力された評価処理対象のオノマトペの音韻形態を前記音韻形態データベー
スの音韻形態解析情報に基づいて解析する音韻形態解析機能と、
　前記音韻形態解析機能により解析された前記評価処理対象のオノマトペの音韻形態ごと
に、前記形容表現ごとのイメージ評価値を前記定量イメージテーブルから特定し、特定さ
れた音韻形態ごとおよび前記形容表現ごとのイメージ評価値に基づき、前記評価処理対象
のオノマトペの前記形容表現ごとのイメージ評価値を、前記評価処理対象のオノマトペの
イメージ評価情報として算出する定量イメージ評価機能と、
　前記定量イメージ評価機能により算出された前記評価処理対象のオノマトペのイメージ
評価情報を出力するための出力情報を生成する出力情報生成機能と、
を実現させるオノマトペのイメージ評価用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、擬音語・擬態語のイメージを評価し、評価結果をユーザに提供するオノマト
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ペのイメージ評価システム、イメージ評価装置、およびイメージ評価用プログラムに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　日本語には、擬音語・擬態語（以下、「オノマトペ」という）が豊富に存在する。オノ
マトペは日常の言語活動で広く利用されており、日本語において重要な言語表現手段のひ
とつであるといえる。
【０００３】
　またオノマトペは、簡潔で具体的な描写力を持つ、インパクトのある表現が可能である
、語呂がよく記憶に残りやすい等の特長から、広告のコピーや商品名を消費者に印象づけ
るためにも多く利用されている。またオノマトペは、文学分野においてもさまざまな時代
、さまざまなカテゴリの作品で、読者に具体的なイメージを喚起させるために広く使われ
ている。
【０００４】
　これらの広告分野や文学分野等でオノマトペが利用される際には、一般的には用いられ
ていない創作的なオノマトペが生み出され使用されることがある。このような新たなオノ
マトペが創作されたときには、この創作者はこのオノマトペが消費者や読者にどのような
イメージで捉えられるかを知りたいという要求がある。ゆえにオノマトペの客観的なイメ
ージを創作者に提示することは、創作者の創作的活動を支援することができると考えられ
る。
【０００５】
　オノマトペのイメージを客観的に分析するため、非特許文献１および２に記載された、
オノマトペの表現を特徴付ける独特の音韻形態を体系化した、オノマトペの形態と意味を
参照することができる。オノマトペの形態は多様に見えるがほとんどは数音からなる基本
形の組み合わせで構成されており、この非特許文献１および２では、オノマトペを特徴づ
ける独特の音韻形態を体系化し、それぞれの音韻形態により表わされる独自の意味が提示
されている。
【０００６】
　例えば、「語尾に『り』がつく形態」の意味は「ゆったりした動き」や「動作の完了」
であり、「反復の形態」の意味は「音や動作の継続・繰り返し」であることなどが示され
ている。
【０００７】
　また、オノマトペでは音韻とその音韻により表される意味との間に何らかの関係性が見
られる場合あり、このような現象は音象徴と呼ばれる。非特許文献３においては、日本語
オノマトペについて、オノマトペの中における特定の音韻または音韻の組み合わせの箇所
によって表される音象徴的意味を体系化し、あるオノマトペの基本的な音象徴的意味はそ
のオノマトペの形態と音韻の構成から予測できることを示している。
【０００８】
　さらに非特許文献４においては、評価実験により、各音韻特性要素の有無がオノマトペ
の印象に与える影響を数値化し、この数値の線形和で当該オノマトペのイメージが決定さ
れると仮定することで、オノマトペの音韻と印象評価値との関係をモデル化している。
【０００９】
　これらの非特許文献１～４を参照することにより、オノマトペの客観的なイメージを知
ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特許２８９７７０１号
【非特許文献】
【００１１】
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【非特許文献１】筧壽雄・田守育啓（編）（1993）．『オノマトピア　擬音・擬態語の楽
園』，東京：勁草書房．
【非特許文献２】田守育啓・Lawrence Schourup(1999). 『オノマトペ　形態と意味』. 
くろしお出版
【非特許文献３】Hamano Shoko（1986）．The Sound-symbolic System of Japanese，Doc
toral dissertation．Gainesville: University of Florida．
【非特許文献４】藤沢望・尾畑文野・高田正幸・岩宮眞一郎（2006）．2モーラの擬音語
からイメージされる音の印象．『日本音響学会誌』，62(11)，pp.774-783．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、創作したオノマトペを、上記の非特許文献に記載された情報に基づいて
どの形態に属するかを分析し、その意味やイメージを特定する作業は煩雑であり、これら
の処理を容易に実行可能な技術が望まれていた。
【００１３】
　従来の擬音語を分析する装置として特許文献１に示す効果音検索装置があるが、この発
明の技術では入力した擬音語文字列から一文字または文字列からなる音韻情報を取り出す
ことで擬音語の形態を分析することは行われるが、この形態の分析は効果音を検索するた
めのものであり、さらにこれらの意味やイメージに関する情報を取得することは行われて
いなかった。
【００１４】
　よって本発明の目的は、オノマトペの客観的なイメージの情報を提示するオノマトペの
イメージ評価システム、イメージ評価装置、およびイメージ評価用プログラムを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の課題を解決するための、本発明のオノマトペのイメージ評価システムは、擬態語
を含むオノマトペの音韻形態を音韻の要素および語尾により解析するための音韻形態解析
情報を格納した音韻形態データベースと、前記音韻形態ごとに、オノマトペのイメージに
与える影響の尺度を、予め設定された形容表現ごとに数値化したイメージ評価値が格納さ
れた定量イメージテーブルとを記憶する記憶装置と、ユーザから入力された評価処理対象
のオノマトペの音韻形態を前記音韻形態データベースの音韻形態解析情報に基づいて解析
する音韻形態解析部と、前記音韻形態解析部において解析された前記評価処理対象のオノ
マトペの音韻形態ごとに、前記形容表現ごとのイメージ評価値を前記定量イメージテーブ
ルから特定し、特定された音韻形態ごとおよび前記形容表現ごとのイメージ評価値に基づ
き、前記評価処理対象のオノマトペの前記形容表現ごとのイメージ評価値を、前記評価処
理対象のオノマトペのイメージ評価情報として算出する定量イメージ評価部と、前記定量
イメージ評価部で算出された前記評価処理対象のオノマトペのイメージ評価情報を出力す
るための出力情報を生成する出力情報生成部とを有するイメージ評価装置と、前記イメー
ジ評価装置の出力情報生成部で生成された出力情報を、ユーザに提示するために出力する
出力インタフェースを有するユーザインタフェースとを備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明のオノマトペのイメージ評価装置は、擬態語を含むオノマトペの音韻形態
を音韻の要素および語尾により解析するための音韻形態解析情報を格納した音韻形態デー
タベースと、前記音韻形態ごとに、オノマトペのイメージに与える影響の尺度を、予め設
定された形容表現ごとに数値化したイメージ評価値が格納された定量イメージテーブルと
を記憶する記憶装置と、オノマトペのイメージ評価情報をユーザに提示するために出力す
る出力インタフェースとに接続されたオノマトペのイメージ評価装置において、ユーザか
ら入力された評価処理対象のオノマトペの音韻形態を前記音韻形態データベースの音韻形
態解析情報に基づいて解析する音韻形態解析部と、前記音韻形態解析部において解析され
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た前記評価処理対象のオノマトペの音韻形態ごとに、前記形容表現ごとのイメージ評価値
を前記定量イメージテーブルから特定し、特定された音韻形態ごとおよび前記形容表現ご
とのイメージ評価値に基づき、前記評価処理対象のオノマトペの前記形容表現ごとのイメ
ージ評価値を、前記評価処理対象のオノマトペのイメージ評価情報として算出する定量イ
メージ評価部と、前記定量イメージ評価部で算出された前記評価処理対象のオノマトペの
イメージ評価情報を出力するための出力情報を生成する出力情報生成部とを有することを
特徴とする。
【００１７】
　また、本発明のオノマトペのイメージ評価用プログラムは、擬態語を含むオノマトペの
音韻形態を音韻の要素および語尾により解析するための音韻形態解析情報を格納した音韻
形態データベースと、前記音韻形態ごとに、オノマトペのイメージに与える影響の尺度を
、予め設定された形容表現ごとに数値化したイメージ評価値が格納された定量イメージテ
ーブルとを記憶する記憶装置と、オノマトペのイメージ評価情報をユーザに提示するため
に出力する出力インタフェースとに接続されたオノマトペのイメージ評価装置に、ユーザ
から入力された評価処理対象のオノマトペの音韻形態を前記音韻形態データベースの音韻
形態解析情報に基づいて解析する音韻形態解析機能と、前記音韻形態解析機能により解析
された前記評価処理対象のオノマトペの音韻形態ごとに、前記形容表現ごとのイメージ評
価値を前記定量イメージテーブルから特定し、特定された音韻形態ごとおよび前記形容表
現ごとのイメージ評価値に基づき、前記評価処理対象のオノマトペの前記形容表現ごとの
イメージ評価値を、前記評価処理対象のオノマトペのイメージ評価情報として算出する定
量イメージ評価機能と、前記定量イメージ評価機能により算出された前記評価処理対象の
オノマトペのイメージ評価情報を出力するための出力情報を生成する出力情報生成機能と
を実現させる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明のオノマトペのイメージ評価システム、イメージ評価装置、およびイメージ評価
用プログラムは、オノマトペの客観的なイメージの情報を提示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの構成を示すブロ
ック図である。
【図２】本発明の一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの記憶装置の音韻
データベース記憶部に記憶される音韻データベースの一例である。
【図３】本発明の一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの記憶装置のイメ
ージデータベース記憶部に記憶される定性イメージリストの一例である。
【図４】本発明の一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの記憶装置のイメ
ージデータベース記憶部に記憶される定性イメージリストの一例である。
【図５】本発明の一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの記憶装置のイメ
ージデータベース記憶部に記憶される定量イメージリストの一例である。
【図６】本発明の一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの動作を説明する
フローチャートである。
【図７】本発明の一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムにより出力された
オノマトペのイメージ評価情報が出力されたときの一例を示す画面構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態について、詳細に説明する。
【００２１】
〈一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの構成〉
　本実施形態のオノマトペのイメージ評価システムは、図１に示すように、記憶装置２と
、ユーザインタフェース３と、オノマトペのイメージ評価装置４とを備える。
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【００２２】
　記憶装置２は、音韻形態データベース記憶部２１と、イメージデータベース記憶部２２
とを有する。
【００２３】
　音韻形態データベース記憶部２１は、オノマトペの音韻形態を、音韻の要素や語尾等に
より解析するための音韻形態解析情報と、この音韻形態解析情報により解析された音韻形
態を音素表記するための音素表記情報とを格納した、音韻形態データベース２１ａを記憶
する。
【００２４】
　図２は音韻形態データベース２１ａの一例であり、音韻形態解析情報として「母音；V
」、「子音；C」、「促音『っ』；Q」、「撥音；N」、「長音；R」、「（語末の）『り』
；ri」、「濁音・半濁音」、「反復」等が記憶され、この「母音」の音素表記情報として
「/a/，/i/，/u/，/e/，/o/」、「子音」の音素表記情報として「/k/，/g/，/s/，/z/，/
t/，/d/，/n/，/h/，/b/，/p/，/m/，/r/，/w/」、「拗音つき子音」の音素表記情報とし
て「/ky/，/gy/，/sy/，/zy/，/ty/，/dy/，/ny/，/hy/，/by/，/py/，/my/，/ry/」、「
促音『っ』」の音素表記情報として「/Q/」、「撥音」の音素表記情報として「/N/」、「
長音」の音素表記情報として「/R/」、「（語末の）『り』」の音素表記情報として「/ri
/」が格納されている。　イメージデータベース記憶部２２は、定性イメージリスト２２
ａと、定量イメージテーブル２２ｂとを記憶する。
【００２５】
　定性イメージリスト２２ａは、既知の確立された情報により、音韻形態ごとのイメージ
を示す語句をリスト化したものである。
【００２６】
　図３および図４は定性イメージリスト２２ａの一例であり、図３（ａ）および（ｂ）は
音韻形態「母音」、「子音」に関する各音韻形態のイメージを示す語句のリストである。
また図４は、音韻形態「（語末の）『り』」、「促音『っ』」、「長音」、「反復」のイ
メージを示す語句のリストである。
【００２７】
　定量イメージテーブル２２ｂは、評価実験により得られた、音韻形態ごとに、各音韻形
態の有無がオノマトペのイメージに与える影響の尺度を、対照的な意味を持つ形容詞対ご
とに数値化したイメージ評価値を格納するテーブルである。この形容詞対ごとのイメージ
評価値は、認知実験を行うことにより追加や修正が可能なものである。
【００２８】
　図５は定量イメージテーブル２２ｂの一例であり、図５（ａ）は音韻形態「母音」、「
撥音」、「促音『っ』」、および「長音」に関する、１５組の対照的な意味を持つ形容詞
対ごとのオノマトペのイメージに与える影響の尺度を数値で示したイメージ評価値を格納
する。また図５（ｂ）は音韻形態「子音」、「濁音・半濁音」、「拗音」に関する、同様
の１５組の形容詞対ごとのオノマトペのイメージに与える影響の尺度を数値で示したイメ
ージ評価値を格納する。尚、このイメージ評価値は２モーラのオノマトペについて評価し
た既知の相対的な数値である。「モーラ」とは音節単位を表し、基本的に一母音と一子音
との組み合わせにより「１モーラ」が構成される。
【００２９】
　ユーザインタフェース３は、ユーザにより操作され評価処理対象のオノマトペを入力す
る入力インタフェース３１と、後述するイメージ評価装置４の出力情報生成部４５で生成
される出力情報を、ユーザに提示するために出力する出力インタフェースを有する出力イ
ンタフェース３２とを有する。
【００３０】
　オノマトペのイメージ評価装置４は、音韻形態解析部４１と、定性イメージ評価部４２
と、文書情報生成部４３と、定量イメージ評価部４４と、出力情報生成部４５とを有する
。
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【００３１】
　音韻形態解析部４１は、ユーザインタフェース３の入力インタフェース３１から入力さ
れたオノマトペの音韻形態を、記憶装置２に記憶された音韻形態データベース２１ａに記
憶された音韻形態解析情報に基づいて解析し、さらに当該オノマトペを構成する音素を特
定して音韻形態データベース２１ａに記憶された音素表記情報に従って表記する音素表記
情報を生成する。
【００３２】
　定性イメージ評価部４２は、音韻形態解析部４１において生成された音素表記情報で示
される各音韻形態のイメージを示す語句を、定性イメージリスト２２ａを参照して特定し
、特定した複数の語句を当該オノマトペの定性的なイメージ評価情報として取得する。
【００３３】
　文書情報生成部４３は、定性イメージ評価部４２において取得した定性的なイメージ評
価情報から、当該オノマトペのイメージを示す文書情報を生成する。
【００３４】
　定量イメージ評価部４４は、音韻形態解析部４１において生成された音素表記情報で示
される各音韻形態の、予め設定された形容詞対ごとのイメージ評価値を定量イメージテー
ブル２２ｂを参照して特定する。また、特定した各音韻形態の形容詞対ごとのイメージ評
価値から、これらの形容詞対ごとの当該オノマトペのイメージ評価値を、当該オノマトペ
の定量的なイメージ評価情報として算出する。
【００３５】
　出力情報生成部４５は、文書情報生成部４３で生成されたオノマトペのイメージを示す
文書情報と、定量イメージ評価部４４で算出されたオノマトペの定量的なイメージ評価情
報とを出力するための出力情報を生成する。
【００３６】
〈一実施形態によるオノマトペのイメージ評価システムの動作〉
　次に、本実施形態によるオノマトペのイメージ評価システム１を利用して、ユーザによ
って入力されるオノマトペのイメージ評価情報を表示させるときの、オノマトペのイメー
ジ評価装置の動作について図６のフローチャートを参照して説明する。
【００３７】
　まず、ユーザの操作により、ユーザインタフェース３の入力インタフェース３１から評
価処理対象のオノマトペが入力されると（Ｓ１）、音韻形態解析部４１において、記憶装
置２に記憶された音韻形態データベース２１ａに記憶された音韻形態解析情報に基づいて
当該オノマトペの音韻形態が解析されるとともに、当該オノマトペを構成する音素が特定
され音韻形態データベース２１ａに記憶された音素表記情報に従って表記する音素表記情
報が生成される（Ｓ２）。
【００３８】
　例えば、ここで評価処理対象のオノマトペとして「さらっさらり」が入力されると、こ
の「さらっさらり」の音韻形態が音韻形態解析情報に基づいて「CVCVQCVCVri」であるこ
とが解析され、さらに音素記号情報として「/s/ /a/ /r/ /a/ /Q/ /s/ /a/ /r/ /a/ /ri/
」が生成される。
【００３９】
　次に、音韻形態解析部４１において生成された音素表記情報で示される各音韻形態ごと
のイメージを示す語句が、定性イメージリスト２２ａが参照されて特定され、特定された
複数の語句が当該オノマトペの定性的なイメージ評価情報として取得される（Ｓ３）。な
お、本実施形態では各音韻形態ごとのイメージを示す語句として、定性イメージリスト２
２ａ中から任意に選択された代表語のみが複数取得されているが、語句の取得方法はこれ
に限定されるものではなく、ランダムに選択された語句が取得されるようにしたり、また
全ての語句が取得されるようにしてもよい。
【００４０】
　本実施形態においては例えば上記の音素記号情報「/s/ /a/ /r/ /a/ /Q/ /s/ /a/ /r/ 
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/a/ /ri/」の各音韻形態ごとのイメージを示す語句としては、図３および図４が参照され
ることにより、「静かに流れる」、「平らな」、「急に終わる」、「ぴんと張った」、「
回るような」、「ゆったりした動き」などの代表語が特定され、これらの語句がオノマト
ペ「さらっさらり」の定性的なイメージ評価情報として取得される。
【００４１】
　次に、文書情報生成部４３により、定性イメージ評価部４２において取得された定性的
なイメージ評価情報から、当該オノマトペのイメージを示す文書情報が生成される（Ｓ４
）。
【００４２】
　例えば上記のオノマトペ「さらっさらり」のイメージを示す文書情報としては、「静か
に流れ、平らで、急に終わる印象です。静かに流れ、ぴんと張った、回るような、ゆった
りした印象です。」が生成される。
【００４３】
　また、ステップＳ２で生成された音素記号情報で示される各音韻形態の、予め設定され
た形容詞対ごとのイメージ評価値が、定量イメージテーブル２２ｂが参照されて特定され
る（Ｓ５）。
【００４４】
　例えば、上記の音素記号情報「/s/ /a/ /r/ /a/ /Q/ /s/ /a/ /r/ /a/ /ri/」で示され
る各音韻形態の形容詞対「きれいな－きたない」のイメージ評価値は、図５が参照される
ことにより、/s/は0.34、/a/は0、/r/は1.56、/Q/は-0.20、/ri/は1.56であることが特定
される。
【００４５】
　次に、特定された各音韻形態の形容詞対ごとのイメージ評価値から、これらの形容詞対
ごとの当該オノマトペのイメージ評価値が、当該オノマトペの定量的なイメージ評価情報
として算出される（Ｓ６）。このオノマトペのイメージ評価値は、下記の式（１）により
２モーラに補正されて算出される。
【００４６】
　[数１]

　ここで、Ｙは算出されるオノマトペのイメージ評価値であり、Ｘ1～Ｘ5は各音韻形態の
形容詞対のイメージ評価値であり、Moraは当該オノマトペのモーラ数である。
【００４７】
　次に、出力情報生成部４５において、ステップＳ２で解析された音韻形態および生成さ
れた音素表記情報と、ステップＳ４で生成された当該オノマトペのイメージを示す文書情
報と、ステップＳ６で算出された当該オノマトペの定量的なイメージ評価情報としてのオ
ノマトペのイメージ評価値とから、これらの情報を当該オノマトペのイメージ評価情報と
して出力するための出力情報が生成される。生成された出力情報はユーザインタフェース
３に送出され、出力インタフェース３２から出力される（Ｓ７）。
【００４８】
　出力インタフェース３２としての表示画面に出力された、オノマトペ「さらっさらり」
のイメージ評価情報の例を図７に示す。
【００４９】
　図７においては、表示画面７上に、オノマトペ「さらっさらり」の音韻形態および音素
表記情報７１と、イメージを示す文書情報７２と、イメージ評価値をグラフ化した定量的
なイメージ評価情報７３とが同時に表示されている。
【００５０】
　以上の本実施形態によれば、ユーザが評価処理対象のオノマトペを入力することにより
、当該オノマトペのイメージを示す文書情報と形容詞対ごとに示されたイメージ評価値の
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ノマトペの客観的なイメージの情報を容易に得ることができる。
【００５１】
　なお、本実施形態においては、入力されたオノマトペの音韻形態を音韻形態解析部にお
いて解析する際に、予め記憶装置に記憶された音韻形態データベースの音韻形態解析情報
に基づいて解析する場合について説明したが、音韻形態データベースを設けず、音韻形態
解析部が解析用の計算式を保持しこれを利用することにより解析するようにしたり、ユー
ザがオノマトペを入力する際に解析に必要な情報も入力するようにしてもよい。
【００５２】
　また、本実施形態のオノマトペのイメージ評価装置の音韻形態解析部、定性イメージ評
価部、文書情報生成部、定量イメージ評価部、および出力情報生成部の各機能をプログラ
ム化してコンピュータに組み込むことにより、当該コンピュータをオノマトペのイメージ
評価装置として構築することも可能である。
【符号の説明】
【００５３】
　１…イメージ評価システム
　２…記憶装置
　３…ユーザインタフェース
　４…オノマトペのイメージ評価装置
　７…表示画面
　２１…音韻形態データベース記憶部
　２１ａ…音韻形態データベース
　２２…イメージデータベース記憶部
　２２ａ…定性イメージリスト
　２２ｂ…定量イメージテーブル
　３１…入力インタフェース
　３２…出力インタフェース
　４１…音韻形態解析部
　４２…定性イメージ評価部
　４３…文書情報生成部
　４４…定量イメージ評価部
　４５…出力情報生成部
　７１…音素表記情報
　７２…文書情報
　７３…イメージ評価情報
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